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教育の責任 

獣医学部獣医学科に所属しており医獣連携獣医分野に関わる専門科目、特に小動物外科と卒業

研究を担当している。主な担当科目は学部 3 年生対象の「獣医軟部組織外科学」、「小動物外科

学実習」、学部 4 年生対象の「獣医臨床腫瘍学」、学部 5 年生対象の「総合参加型臨床実習」な

どがある。あわせて、ゼミ生の卒業研究指導、就職指導もおこなっている。 

教育の理念 

卒業後、獣医師としていかなる職域にすすんだとしても、自学自習、独立独歩の精神が必ず必

要だと考えている。学生が主体的に行動しやすい雰囲気を作り出すように心がけている。単な

る技術者ではなく、飼い主と動物の両方に寄り添える獣医師を育てることを目指している。ま

た、一人の獣医外科医として規範となりかつ最初の壁で有りたいと考えている。 

教育の方法・方針 

技術的な側面に加えて、インフォームドコンセント（十分な説明と同意）の重要性や、飼い主

とのコミュニケーション方法についても時間をかけて指導している。また、獣医師免許を取得

することを目的にほぼ全ての学生が入学してきている学科の特性上、国家試験に頻出分野は重

点的に解説するよう努めている。授業資料を得たことで安心してしまい主体的に学習しなくな

ることを防止する目的であえて説明的でない資料作りを心がけている。 

教育の成果 

授業アンケートでは概ね良好な結果を得ている。学期末試験の結果をみると 80％以上の学生は

授業内容をよく理解していると思われる得点をあげている。 

今後の目標 

小動物外科に関する最新情報を取り入れた授業をおこないながらも獣医師国家試験対策にもな

る講義を心がける。 

臨床スキルと理論の統合を目指し単に外科手技を教えるだけでなく、なぜその手技が必要なの

か、その根拠となる理論や解剖学、生理学を理解できるよう工夫したい。 

外科手術は獣医師一人で行うものではなく、看護師や他の専門家との連携が不可欠なためチー

ム医療とコミュニケーション能力の育成に尽力する。 
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